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ＸＸＩ 反応速度

【反応速度】

ａＡ ＋ ｂＢ → ｐＰ ＋ ｑＱ （２１･１）

［物質量］

１ ｄｎA １ ｄｎB １ ｄｎP １ ｄｎQ
＝ （２１･２）ｖn ≡ － ･ ＝ － ･ ＝ ･ ･ａ ｄｔ ｂ ｄｔ ｐ ｄｔ ｑ ｄｔ

［濃度］

１ ｄ[Ａ] １ ｄ[Ｂ] １ ｄ[Ｐ] １ ｄ[Ｑ]
＝ （２１･３）ｖc ≡ － ･ ＝ － ･ ＝ ･ ･ａ ｄｔ ｂ ｄｔ ｐ ｄｔ ｑ ｄｔ

［問２１・１］過酸化水素の分解の反応式を，（Ａ）および（Ｂ）のように書いた。 反応式の(Ａ)で与

えられる反応速度ｖ
Ａ

と，反応式の(Ｂ)で与えられる反応速度ｖ
Ｂ

の値に，違いはあるか。

２Ｈ Ｏ → ２Ｈ Ｏ ＋ Ｏ （Ａ）２ ２ ２ ２

１
Ｈ Ｏ → Ｈ Ｏ ＋ Ｏ （Ｂ）２ ２ ２ ２２

［問２１・２］１００ ｍＬ の溶液に溶けている酢酸エチルの加水分解速度を測定した。 物質の量で表

した反応速度 ｖ と，濃度で表した反応速度 ｖ との間の関係を求めよ。ｎ ｃ

【単分子反応】

Ａ → Ｐ （２１･４）

［１次反応 first-order reaction］

ｖ ＝ ｋｎ （２１･５）ｎ A

ｖ ＝ ｋ[Ａ] （２１･６）ｃ

［反応速度式］

ｄｎA
（２１･７）－ ＝ ｋｎ

Aｄｔ

ｄ[Ａ]
（２１･８）－ ＝ ｋ[Ａ]

ｄｔ

［時間変化］

oｎ ＝ ｎ exp(－ｋｔ) （２１･９）
A A

oｎ ＝ ｎ {１－ exp(－ｋｔ)} （２１･１０）
P A

[Ａ] ＝ [Ａ] exp(－ｋｔ) （２１･１１）o

[Ｐ] ＝ [Ａ] {１－ exp(－ｋｔ)} （２１･１２）o
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［問２１・３］ウランは徐々に放射線を出しながら，鉛に変わっていく(壊変する)。

－１８ -1Ｕ → Ｐｂ ｋ ＝ ４.８７×１０ ｓ

ある岩石を分析したところ，ウラン １ ｇ に対して鉛を ０.２１４ ｇ 含んでいた。 この鉛が全

てウランから生成したものとして，この岩石の年代を推定しなさい。 ただし，ウランおよび鉛の原

子量は，それぞれ，２３８.０３ および ２０７.１９ である。

【同種二分子反応】

２Ａ → Ｐ （２１･１３）

［２次反応 second-order reaction］

２ｖ ＝ ｋ[Ａ] （２１･１４）ｃ

［反応速度式］

１ ｄ[Ａ] ２ （２１･１５）－ ＝ ｋ[Ａ]
２ ｄｔ

［時間変化］

１ １
（２１･１６）－ ＝ ２ｋｔ

[Ａ] [Ａ]o

［問２１・４］単位体積，単位時間あたりの２分子の衝突回数 Ｎ は，

２ ２Ｎ ＝ ２ πｎ σ ｖ

で，ｎは単位体積に存在する分子の数，σはその分子の半径，ｖは速度である。 速度 ｖ は，

ｖ ＝

で表される。 ここで，Ｍ はその分子の分子量 [単位：ｋｇ] である。

ＨＩ（ヨウ化水素）が ５５６ Ｋ，１ atm で存在する。 ２分子の ＨＩ が，単位体積，単位時間

あたりに衝突する回数を求めよ。 ただし，ヨウ化水素の半径 σ は ２ Å とし，ＨＩ の分子量 Ｍ

は １２７.９ とする。

［問２１・５］２ＨＩ → Ｈ ＋ Ｉ２ ２

３ -１ -１ -４の反応の ５５６ Ｋ での反応速度定数 ｋ／ ｃｍ ｓ mol の値は ３.５１７×１０ である。

ａ）５５６ Ｋ，１ atm で，単位体積，単位時間あたりに反応するヨウ化水素分子の数を求めよ。

ｂ）同じ条件で求めた衝突回数の値の２倍と，反応するヨウ化水素分子の数との比を求めよ。

-３［問２１・６］ヨウ化水素の初濃度を ０.０２１９ mol ｄｍ とする。 ５５６ Ｋ で，ヨウ化水素

と水素の濃度の時間変化を図示せよ。


